
心と心が
地域をむすぶ

2018

8
AUGUST
Vol.216

編 集 発 行 ／ い み ず 野 農 業 協 同 組 合 　総 務 課
富山県射水市北野 1555-1　TEL 0766（52）0023　FAX 0766（52）5955

　ＪＡホームページ  http://www.ja-imizuno.or.jp/ 検 索ＪＡいみず野

今月の表紙 枝豆収穫作業 富山ブラック最盛期
（Ｐ５）



いみず野だより　２

□ 天気や気温を確認しましたか？
□ 体調は万全ですか？
□ 朝ごはんは食べましたか？
□ 涼しい服装を選んでいますか？
□ 日差しを遮る帽子はありますか？
□ 飲み物は持ちましたか？
□ 二人以上での作業ですか？
□ 作業場所は熱がこもりませんか？
□ 作業計画に無理はありませんか？
□ 緊急連絡先を知っていますか？

農作業時の熱中症予防
チェックシート

　

射
水
市
沖
塚
原
の
農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
21

（
山
崎
幸
博
代
表
理
事
・
写
真
左
）
が
７
月
19
日
か
ら

桃
の
出
荷
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
で
は
、
９
年
前
か
ら
30
ａ
の
田
ん
ぼ
で
モ

モ
を
栽
培
し
て
お
り
、
４
年
前
か
ら
出
荷
を
始
め
ま

し
た
。
一
口
に
モ
モ
と
い
っ
て
も
意
外
と
種
類
が
多

く
、
現
在
は
７
品
種
で
60
本
の
モ
モ
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　

毎
年
糖
度
13
度
以
上
の
甘
く
て
品
質
の
高
い
品
を

大
切
に
出
荷
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
特
に
晴
天

が
続
い
た
た
め
、
平
均
の
糖
度
が
14
～
16
度
と
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
甘
さ
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
雨
が

少
な
か
っ
た
た
め
果
実
は
や
や
小
ぶ
り
で
の
出
荷
と

な
り
ま
し
た
。

　

品
種
に
よ
っ
て
収
穫
時
期
が
異
な
り
、
８
月
中
旬

ま
で
収
穫
・
出
荷
作
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ア
グ

リ
21
の
モ
モ
は
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
直
売
所
村
の
駅
「
菜
っ

ち
ゃ
ん
」
新
湊
店
な
ど

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

夏
の
時
期
に
し
か
食

べ
ら
れ
な
い
、
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
甘
い
モ
モ
を
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

熱中症は予防が大切です!!

（
農
）ア
グ
リ
21
の

あ
ま
～
い
モ
モ

農作業安全確認運動実施中！営農情報

（農）アグリ

21

アグリ 21 のみなさんの後ろには丁寧に袋掛けされた たくさんのモモが実る



３　いみず野だより

　ＪＡいみず野管内の農業経営体では水稲育苗
ハウスを有効活用する新たな品目として、
コンテナを利用したいちじくの根域制限栽培の導入が進んでいます。
その特徴としては、①栽培や作業が軽労、容易、②定植１～２年目から収穫可能、③降雨の影響が無
いことから糖度も高く、品質も良好であることが挙げられます。
　そこで、生産者相互の交流や情報共有による栽培技術及び果実品質の高位平準化、さらにスケール
メリットを生かした流通販売体制の整備等を推進するため、５月 29日㈫、栽培に取り組む 10経営体
で「ＪＡいみず野ハウスイチジク生産部会」が設立されました。
　栽培されているいちじくは主に「コナドリア」という小粒で緑色の皮ごと食べられる人気の品種です。
水稲の育苗終了後、空いたハウスにコンテナに定植したいちじくの木を搬入して栽培します。
　現在、12棟のハウスで栽培されており、合計栽培面積は 17.1a、栽培本数（コンテナ数）は 600
本となっています。今年は８月初旬～ 10月上旬頃にかけて約２万個の出荷を見込んでおり、主にＪＡ
いみず野の直売所「菜っちゃん」や県内スーパーでの販売を予定しています。射水市の新たな特産品
として期待が高まるハウス栽培いちじくを是非ご賞味下さい。
　また、同部会では産地の規模拡大のため、栽培に取り組む新たな経営体の加入も呼びかけています。
興味のある方はＪＡ各支店へお問い合わせ下さい。

射水市の新たな特産品を
目指して栽培を推進

ＪＡいみず野
ハウスイチジク生産部会 設立

栽培研修会の様子

農
業
実
習
の
高
校
生
を
受
入

（
農
）フ
ァ
ー
ム
沖
塚
原

　

射
水
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
北
海
道
剣
淵
町
の
高
校
か
ら
、
２
名
の

高
校
生
が
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
沖
塚
原
（
松
波 

幸
長
代
表
理
事
）

に
て
農
業
実
習
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
剣
淵
高
校
３
年
生
の
杉
山
彩
愛
さ
ん
と
三
村
月
乃
さ
ん
は
、

６
月
18
日
か
ら
７
月
11
日
ま
で
、
フ
ァ
ー
ム
沖
塚
原
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
草
刈
り
な
ど
の

作
業
を
し
、
田
や
畑

の
管
理
な
ど
指
導
し

て
も
ら
い
、
農
業

へ
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

６
月
27
日
に
は

フ
ァ
ー
ム
沖
塚
原

の
堀 

越
雄
さ
ん
と

岸 

利
彦
さ
ん
が
、

実
習
生
徒
と
当

Ｊ
Ａ
に
来
店
さ
れ
、

「
二
人
と
も
よ
く
働

い
て
く
れ
る
。
北

海
道
に
帰
っ
て
か

ら
も
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

前
列
左
か
ら   

岸
　
利
彦
さ
ん
、三
村
月
乃
さ
ん
、杉
山
彩
愛
さ
ん

後
列
左
か
ら
二
番
目   

堀
　
越
雄
さ
ん

皮ごと食べられるいちじく
「コナドリア」

ハウス内でのコンテナ栽培状況

ＪＡ自己改革の実践！



いみず野だより　４

2 0 1 8 農 機 フ ェ ア 開 催
　第 36 回農業機械総合大展示会（農機フェア
2018）が、７月７日㈯・８日㈰の２日間、富山
産業展示館「テクノホール」にて開催されました。
　この展示会は、毎年７月にＪＡ全農とやまと
県ＪＡグループが協力して開催しているもので、
クボタやヰセキ、ヤンマーをはじめとしたメー
カー各社がトラクターやコンバイン等の大
型の農業用機械から家庭菜園用の草刈り機
まで、最新の農機具約１千点を出展する県
内最大の農業機械展示会です。
　今年は「生産コスト低減・生産性向上」
をテーマとして、最新のＩＣＴ技術を搭載
した機械による省力化や、機能を絞った低
価格モデルの大型トラクターなどの商品が
充実していました。屋外ではメーカー各社
による、ドローンのデモンストレーションも行われました。来
場された多くの方が試乗体験等しながら、担当者の説明に熱心
に聞き入っていました。
　また、農業資金や公的融資制度についての各種相談コーナー
も設けられ、お笑いライブ「母心」によるステージショーや機
械の展示以外のブースでも大勢の来場者で賑わっていました。

肥田  知久

機内

ジョホールバル（マレーシア）観光

（鍋料理）



５　いみず野だより

　

射
水
市
特
産
の
黒
大
豆
枝
豆
「
富
山
ブ
ラ
ッ

ク
」
の
収
穫
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

７
月
18
日
に
は
、
フ
ァ
ー
ム
ふ
た
く
ち
大

門
本
江
班
が
、
早
朝
5
時
か
ら
収
穫
作
業
を

始
め
ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）
枝
か
ら
莢さ

や

を
外

す
脱
だ
っ
き
ょ
う莢
機
を
装
備
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
を
走
ら

せ
、
枝
を
残
し
た
ま
ま
枝
豆
だ
け
が
カ
ゴ
い
っ

ぱ
い
に
刈
り
取
ら
れ
ま
す
。
広
い
枝
豆
畑
か

ら
、
ま
た
た
く
間
に
た
く
さ
ん
の
枝
豆
が
刈

り
取
ら
れ
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た
枝
豆
は
、

真
空
冷
却
機
で
芯
ま
で
冷
や
し
て
鮮
度
を
保

ち
、
選
別
を
行
っ
た
後
、
県
内
外
（
東
京
や

名
古
屋
）
の
市
場
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
で
は
、
平
成
22
年
か
ら
枝

豆
の
販
売
で
１
億
円
規
模
の
産
地
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
作
付
面
積
も
年
々
増
加

し
て
お
り
、
県
下
最
大
の
枝
豆
産
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
作
付
面
積
は
３
０
・
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
、
昨
年
よ
り
25
％
増
加
し
て
お

り
、
収
穫
量
は
約
１
０
０
ト
ン
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
は
生
産
組
織
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
今
後
も
さ
ら
な
る
産
地
拡
大
を
目

指
し
て
、
枝
豆
専
用
省
力
機
械
の
共
同
利
用

で
作
業
時
間
・
労
力
の
省
力
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
保
冷
庫
や
出
荷
場
の
施
設
を
整
え
、

よ
り
高
品
質
な
枝
豆
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

連
日
続
く
今
年
の
猛
暑
に
は
、
疲
労
回
復

や
夏
バ
テ
防
止
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
た
っ
ぷ
り
の「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」を
オ

ス
ス
メ
し
ま
す
。お
買
い
求
め
は
、Ｊ
Ａ
い
み

ず
野
農
産
物
直
売
所
「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
太
閤

山
店
、
新
湊
店
の
ほ
か
、
県
内
ス
ー
パ
ー
で

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
新
鮮
な
射
水
産
枝

豆
の
甘
み
と
コ
ク
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」収
穫
が
ピ
ー
ク

黒
大
豆
枝
豆

選別機の後、人の目で選り分ける

　ＪＡ共済「自転車交通安全教室」が、7月 3日㈫小杉高校（佐野友昭校長）において開催されました。
　この教室は、通学や日常生活において自転車の利用頻度が高い高校生に、自転車交通事故の危険性を理
解していただき、安全な学生生活が送れるように、ＪＡ共済と富山県警察本部が連帯して行っています。
　村田憲三副校長、当ＪＡ水元睦雄組合長よりあいさつの後、グラウンドではスタントマンが危険な自転車
走行や不注意などによる、さまざまな交通事故
場面を実演しました。自転車運転者が車のボン
ネットに乗り上げる衝撃や、自転車がトラック
の下敷きになる様子に、生徒たちから驚きの声
が上がりました。本物さながらの事故の恐ろし
さを目の当たりにし、改めて交通ルールの大切
さを学んでいました。
　終わりに射水警察署の多田幸護交通課長が「お
手本となるサイクル安全リーダーの意識を持っ
て、自転車に乗ってください」と呼びかけました。

自転車交通安全教室の開催ＪＡ
共済



いみず野だより　６

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案　

平
成
30
年
産
米
Ｊ
Ａ
直
売
取
扱
計
画
数
量
に
つ
い
て
（
案
）

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
６
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て　

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
し
た
。

◆
附
議
事
項
◆

一
、
平
成
30
年
度
上
期
監
事
監
査
計
画
及
び
日
程
（
案
）
に

　
　

つ
い
て

二
、
会
計
監
査
人
選
定
に
向
け
た
手
続
き
（
案
）
に
つ
い
て

三
、
会
計
監
査
人
選
定
基
準
（
案
）
に
つ
い
て

四
、
全
国
監
査
機
構
平
成
30
年
度
期
中
監
査
改
善
指
示
書
の

　
　

受
領
に
つ
い
て

五
、
平
成
29
年
度
下
期
監
事
監
査
回
答
書
の
受
領
に
つ
い
て

六
、
県
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
改
善
状
況
の
点
検
要

　
　

請
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
会
だ
よ
り

－

第
27
回
定
例
理
事
会

－

日
時　

平
成
30
年
７
月
20
日
㈮　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル

－

監　

事　

会

－

日
時　

平
成
30
年
７
月
20
日
㈮　

午
後
１
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
２
階
会
議
室

協同の力
ＪＡいみず野概況

（平成30年６月末日）

正組合員数　　　　　　　　　　　5,404人
准組合員数　　　　　　　　　　　8,429人
みなさまの貯金高　　　　1,339億80百万円
みなさまへの貸出金　　　275億56百万円
長期共済保有高　　　　　       3,046億68百万円
購買品供給高　　　　　　　15億51百万円
販売品販売高　　　　　　　　2億24百万円

　

組
合
員
加
入
申
し
込
み
時
の
提
出
書
類
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
や
、
当
Ｊ
Ａ
定
款
第
12
条

に
定
め
る
組
合
員
資
格
要
件
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
書
面
で
Ｊ
Ａ
に
届
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
定
款
第
14
条
）
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
組
合
員
資
格
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
等
、
届
け
出
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
最
寄
り
の
支
店
ま
で
お
申
し
出
頂
き
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
資
格
要
件
（
定
款
第
12
条
抜
粋
）

 

正
組
合
員
資
格 

⑴　
10
ア
ー
ル
以
上
の
土
地
を
耕
作
す
る
個
人
で
あ
っ

て
、
そ
の
住
所
又
は
そ
の
経
営
に
係
る
土
地
又
は
施

設
が
こ
の
組
合
の
地
区
内
に
あ
る
も
の

⑵
１
年
の
う
ち
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
個
人
で

あ
っ
て
、
そ
の
住
所
又
は
そ
の
従
事
す
る
農
業
に
係

る
土
地
又
は
施
設
が
こ
の
組
合
の
地
区
内
に
あ
る
も

の
⑶　
農
業
を
営
む
法
人
（
そ
の
常
時
使
用
す
る
従
業
員

の
数
が
３
０
０
人
を
超
え
、
か
つ
、
そ
の
資
本
の
額

又
は
出
資
の
総
額
が
３
億
円
を
超
え
る
法
人
を
除

く
。）
で
あ
っ
て
、
そ
の
事
務
所
又
は
そ
の
経
営
に

係
る
土
地
が
こ
の
組
合
の
地
区
内
に
あ
る
も
の

 

准
組
合
員
資
格 

⑴　

こ
の
組
合
の
地
区
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、

こ
の
組
合
の
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め

ら
れ
る
も
の

⑵　
こ
の
組
合
か
ら
第
７
条
第
１
項
第
２
号
か
ら
第
４

号
ま
で
又
は
第
14
号
の
事
業
に
係
る
物
資
の
供
給
又

は
役
務
の
提
供
を
１
年
以
上
継
続
し
て
受
け
て
い
る

こ
の
組
合
の
地
区
内
に
勤
務
地
を
有
す
る
個
人
で

あ
っ
て
、
引
き
続
き
こ
の
組
合
の
事
業
を
利
用
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

⑶　
こ
の
組
合
か
ら
第
７
条
第
１
項
第
４
号
、
第
12
号

又
は
第
24
号
の
事
業
に
係
る
物
資
の
供
給
又
は
役
務

の
提
供
を
１
年
以
上
継
続
し
て
受
け
て
い
る
こ
の
組

合
の
地
区
外
に
住
所
を
有
す
る
個
人
で
あ
っ
て
、
引

き
続
き
こ
の
組
合
の
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

⑷　
こ
の
組
合
の
地
区
の
全
部
又
は
一
部
を
地
区
と
す

る
農
業
協
同
組
合

⑸　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
23
条
第
１
項
の
認

定
を
受
け
た
農
用
地
利
用
規
程
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

従
い
農
用
地
利
用
改
善
事
業
を
行
う
団
体
（
そ
の
農

用
地
利
用
改
善
事
業
の
実
施
区
域
の
全
部
又
は
一
部

が
こ
の
組
合
の
地
区
内
に
あ
る
団
体
で
あ
っ
て
、
前

項
第
１
号
又
は
第
２
号
に
該
当
す
る
正
組
合
員
（
同

項
第
１
号
に
該
当
す
る
正
組
合
員
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
住
所
が
こ
の
組
合
の
地
区
内
に
あ
る
者
に
限
る
。）

が
主
た
る
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以

下
「
農
用
地
利
用
改
善
事
業
実
施
団
体
」
と
い
う
。）

で
あ
っ
て
、
こ
の
組
合
の
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
前
項
第
３
号
及

び
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

⑹　
農
事
組
合
法
人
等
こ
の
組
合
の
地
区
内
に
住
所
を

有
す
る
第
２
項
第
１
号
又
は
第
２
号
に
掲
げ
る
者
が

主
た
る
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
団
体
で
協
同
組
織
の

も
と
に
当
該
構
成
員
の
共
同
の
利
益
を
増
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
そ
の
他
こ
の
組
合
又
は
こ
の

組
合
の
地
区
内
に
住
所
を
有
す
る
同
項
第
１
号
又
は

第
２
号
に
掲
げ
る
者
が
主
た
る
構
成
員
又
は
出
資
者

と
な
っ
て
い
る
団
体
で
あ
っ
て
、
こ
の
組
合
の
事
業

を
利
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の（
前
項
第
３
号
及
び
前
２
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

⑺　
こ
の
組
合
か
ら
第
７
条
第
１
項
第
４
号
、
第
12
号

又
は
第
24
号
の
事
業
に
係
る
物
資
の
供
給
又
は
役
務

の
提
供
を
１
年
以
上
継
続
し
て
受
け
て
い
る
団
体

（
農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協
同
組
合
連
合
会
を
除

く
。）
で
あ
っ
て
、
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の

組
合
の
健
全
な
活
動
に
支
障
が
な
い
と
理
事
会
で
認

め
た
も
の
。

お
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
支
店
ま
で

組
合
員
資
格
の
確
認
の
お
願
い



ン
玉
を
お
玉
に
の
せ
て
順
番
に
リ
レ
ー

を
し
ま
す
。
続
い
て
１
人
３
個
持
っ
た

小
さ
な
ボ
ー
ル
を
下
に
置
い
た
籠
の
中

に
入
れ
る
玉
入
れ
ゲ
ー
ム
。
力
加
減
が

難
し
く
上
手
に
入
ら
ず
。み
ん
な
キ
ャ
ー

キ
ャ
ー
悪
戦
苦
闘
。最
後
は
ト
イ
レ
ロ
ー

ル
を
７
個
２
列
に
積
み
上
げ
て
、
お
手

玉
で
倒
す
ゲ
ー
ム
。
こ
れ
も
又
、
上
手

に
命
中
し
な
く
て
倒
れ
る
た
び
に
チ
ー

ム
か
ら
歓
声
が
上
が
り
み
ん
な
真
剣
そ

の
も
の
で
し
た
。

　

頭
と
手
足
を
使
っ
て
の
ゲ
ー
ム
は
脳

ト
レ
に
ピ
ッ
タ
リ
で
、
全
員
に
ト
イ
レ

ロ
ー
ル
を
賞
品
に
渡
し
て
終
わ
り
ま
し

た
。
昼
食
は
愛
菜
グ
ル
ー
プ
で
作
ら
れ

た
安
心
安
全
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り

の
お
弁
当
を
堪
能
し
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
、
赤
井
先
生
の
健
康
体
操
で
す
。

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
指
導
に
笑
い
声

の
絶
え
な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
心

と
身
体
を
リ
フ
レ
シ
ュ
し
ま
し
た
。
短

い
時
間
で
し
た
が
家
に
閉
じ
こ
も
ら
な

い
で
、
人
と
の
集
ま
り
に
参
加
し
、
触

れ
合
う
事
で
毎
日
を
元
気
で
健
や
か
に

暮
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
、
そ
ん
な
目

標
を
少
し
ば
か
り
お
届
け
で
き
た
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
。
お
忙
し
中
、
ご
協

●
二
口
ほ
っ
と
サ
ロ
ン

　

６
月
28
日（
木
）二
口
ほ
っ
と
サ
ロ
ン

を
地
区
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
朝

か
ら
雨
が
降
り
足
元
の
悪
い
中
で
し
た

が
18
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
全
員
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽

し
も
う
と
い
う
事
で
４
チ
ー
ム
を
作
り
、

最
初
は
大
豆
を
塗
箸
で
順
番
に
送
っ
て

い
く
ゲ
ー
ム
。
私
も
参
加
し
ま
し
た
が

箸
が
す
べ
っ
て
豆
を
上
手
に
つ
ま
め
な

く
て
手
と
頭
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
し
た
。

次
は
全
員
立
っ
て
の
ゲ
ー
ム
、
ピ
ン
ポ

に
な
り
体
力
の
低
下
に
な
る
の
で
、
酢

を
使
っ
て
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
料
理
で
こ

れ
か
ら
の
酷
暑
の
夏
を
の
り
き
っ
て
元

気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

家
に
帰
り
、
昨
晩
刻
み
う
す
塩
を
し

て
お
い
た
き
ゅ
う
り
の
佃
煮
に
５
倍
酢

を
使
っ
て
仕
上
げ
、
ト
マ
ト
の
マ
リ
ネ

も
ら
っ
き
ょ
酢
を
使
っ
て
作
り
ま
し
た
。

明
日
か
ら
の
常
備
薬
と
し
て
食
卓
に
上

る
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
（
南
郷
支
部
）

力
を
頂
い
た「
に
じ
の
会
」の
皆
様
に
は
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
口
支
部
）

●
生
活
座
談
会　

酢
の
講
習
会

　

今
年
の
夏
は
、
日
本
の
各
地
で
酷
暑

の
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
県
内
も
35
度

前
後
の
暑
い
日
が
続
く
中
、
７
月
20
日

に
南
郷
支
店
に
て
酢
を
使
っ
た
料
理
講

習
会
が
、
女
性
部
員
14
名
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
興
産
業
株
式
会
社
の

坂
東
さ
ん
の
お
話
が
あ
り
、
新
し
く
出

た
「
ほ
め
ら
れ
酢
」
や
お
な
じ
み
の
「
５

倍
酢
」・「
ら
っ
き
ょ
酢
」「
く
だ
も
の
を

漬
け
て
飲
み
ま
酢
」
の
使
い
方
を
教
え

て
も
ら
い
、
３
班
に
わ
か
れ
て
各
班
５

品
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

①
鮭
と
し
ら
す
干
し
の
ち
ら
し
寿
司（
５
倍
酢
）

②
ほ
め
ら
れ
酢
の
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ（
ほ
め
ら
れ
酢
）

③
鶏
む
ね
肉
の
み
ぞ
れ
南
蛮
（
ら
っ
き
ょ
酢
）

④
ざ
く
ざ
く
ニ
ラ
ス
ー
プ
（
５
倍
酢
）

⑤
り
ん
ご
紅
茶
か
ん
（
５
倍
酢
）

　

１
時
間
ほ
ど
で
全
部
仕
上
げ
、
坂
東

さ
ん
手
作
り
の
サ
ワ
ー
ド
リ
ン
ク
で
乾

杯
を
し
、
き
ゅ
う
り
の
ピ
ク
ル
ス
も
い

た
だ
き
、「
こ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
る
か
ね
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
美
味

し
く
ほ
と
ん
ど
の
人
が
完
食
さ
れ
ま
し

た
。
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を

使
用
せ
ず
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
て
油
も

入
っ
て
い
な
い
の
で
ヘ
ル
シ
ー
で
し
た
。

ニ
ラ
ス
ー
プ
も
ひ
き
肉
を
使
用
し
て
い

た
ま
し
た
が
、
酢
を
使
っ
て
い
た
の
で

さ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
て
飲
み
や
す
か
っ

た
で
す
。
毎
日
熱
中
症
予
防
に
と
水
ば

か
り
気
を
付
け
て
い
て
、
食
欲
が
無
い

か
ら
と
あ
ま
り
食
べ
な
い
と
、
低
栄
養

今
後
の
行
事
予
定

８
月
19
日
㈰　

フ
レ
シ
ュ
ミ
ズ
体
験
学
習

　
　

25
日
㈯　
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験
（
第
３
回
）

　
　

31
日
㈮　

手
芸
教
室

９
月
７
日
㈮　

料
理
教
室

　
　

13
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

21
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
水
戸
田
）

　
　

26
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
稲
積
）

　
　

27
日
㈭　

朝
ご
は
ん
食
べ
よ
う
運
動

　
　

28
日
㈮　

ホ
ッ
ト
サ
ロ
ン
（
足
洗
）

　
　
　
　
　
　

手
芸
教
室

７　いみず野だより

みなさん大豆送りに真剣！！

▲美味しくできました！

▲健康を守る主婦



いみず野だより　８

旧カーポート小杉ＳＳ
（小杉燃料センター

）の跡地に 現在施工中

所在地 射水市三ケ 977-2　TEL0766-55-2527

ＪＡいみず野車両センターはただ今リニューアル
オープンに向けて準備を進めています。
皆様に親しんで呼んでいただけるよう、『ＪＡカー
ズ』の愛称で生まれ変わります。
『ＪＡカーズ』では、車両販売・車検・修理はもち
ろん、マイカーローンや自動車共済も、窓口ひと
つでご利用いただけます。
国内外問わず、全メーカーのお車をお取扱いでき
るのも、大きな魅力です。
ぜひ新しい『ＪＡカーズ』にご期待ください。

ＪＡカーズ
９月末OPEN!

小 杉 駅

旧８号線

北部線
至
呉
羽

至
富
山

至
大
島

至
高
岡

小
杉
支
店

くすりのアオキ

富山経済
専門学校

富山福祉
短期大学

JAいみず野
車両センター（ＪＡカーズ）

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験

　
「
第
２
回 
ト
マ
ト
の
収
穫
と

　
　
　
　
　
　

ト
マ
ト
料
理
実
習
」

　

５
月
に
植
え
た
ト
マ
ト
の
収
穫
を
７
月
28
日
、

21
人
の
小
学
生
が
挑
戦
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の

手
で
植
え
た
ト
マ
ト
の
苗
は
２
か
月
で
す
っ
か
り

成
熟
し
て
お
り
、
子
供
た
ち
の
背
丈
ほ
ど
ま
で
大

き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
葉
を
か
き
わ
け
て
真
っ

赤
に
実
っ
た
ト
マ
ト
を
見
つ
け
て
は
、
う
れ
し
そ

う
に
袋
い
っ
ぱ
い
に
ト
マ
ト
を
摘
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
新
湊
育
苗
セ
ン
タ
ー
へ
場
所
を
移
り
、

次
回
定
植
す
る
秋
野
菜
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。
種

ま
き
の
穴
を
開
け
る
鎮
圧
ロ
ー
ラ
ー
を
ト
レ
イ
の

上
で
転
が
し
、
小
さ
な
種
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

第
３
回
開
催
日
の
８
月
25
日
ま
で
に
、
大
き
く
苗

が
育
つ
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
、
た
っ
ぷ
り
水
を

あ
げ
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
収
穫
し
た
ト
マ
ト
を
女
性
部
の
方
々

と
一
緒
に
調
理
し
ま
し
た
。
採
れ
た
て
完
熟
の
ト

マ
ト
を
湯
煎
し
て
皮
を
む
き
、
コ
ン
ポ
ー
ト
を
作

り
ま
し
た
。
サ
イ
ズ
の
小
さ
い
品
種
な
の
で
、
た

く
さ
ん
の
量
で
し
た
が
、
み
ん
な
上
手
に
む
い
て

く
れ
ま
し
た
。
出
来
上
が
り
は
果
物
の
よ
う
に
甘

く
て
、
夏
休
み
に
ぴ
っ
た
り
の
デ
ザ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
女
性
部
で
用
意
し
て
頂
い
た
昼

食
を
食
べ
て
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。
猛
暑
日
の
農

業
体
験
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

－女性部だより－

▲湯むきって楽しいな ▲鎮圧ローラーを使って ▲たくさん収穫できました～♪
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